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みなさんの也事にIct生き生きとした縄支λの議が
描かれ、イメージもよくつかんでいました.組長土畠
が夫自きな訟の黄櫨より良〈書けていてびっくり!
盈史の番えはーつじゃない.品験しながら争ぶのは
とっても夫率なんですね.

み怠さんから*薗にせまる賞曲があったり、うんと
勉強になりましたJ轟島県の轟黄土虫歯盆』を企
掛で、毎回みん抑轟揃いてもっとえ怠きゃ
と畠じてます.子どもに盆んでもらったり、品曲して
もらったら面白いかな。
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議ごとに曲るの陪従を争びましたが、ほかにもい
ろんな蒔従があって、それぞれ歯邑ぃーがあるん
ですよ.また.盆があったら轟たちをEきんでくれ
て議わ怠いので、みなさんが盆史に員政をもってく
れたらうれしいです.

“シナノ"がいっぱい長島県孟佳史盆に告こう!

[繭鑑烏繭1 9・∞~17 ・ OO(穴鑑1616:30まで)
[探晶白]邑遁角薩白(視白、最善探白!こあたる
ときは火曜白)と視白の整白[早.ql・昌最圭の
7¥晶嗣]土・自薩白、視白は魚料(羊白は肴料)
TEL026-274却 OO(宇品市産伶;首長)
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みんなの「信濃の国」を探ろう
「偉業の薗」をテーマにした記事を募集しています。
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佳品こども註肴クラブは今牛、「たんけん倍急の歯」

をテ マにしているよ。鼻歌「信;桑の歯」では、長昏燥の
白糸ゃ王葉、偉スなどがたくさん薮われているね。「信
濃の国」にまつわることについて、誰かにイン亨ビューし

たり、まなどで翁べたり、最荷して記事にしてみよう!
最希を倍長こども主著ウラブまて、どしどしiってね。みん
なからの急事をいつでも合ってるよ 1
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~c5場新聞do!キツズN長沿sと
いっしょになって、
釜禽で4ページに
パワーアップ!

信毎こども新聞は4月2日(土}から

毎週土曜日にきlっ越しします!
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